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4  前田真治『老人のリハビリテーション』134 頁。 
5  同書 133 頁。 
6  特に視線が左側に向けてくれない事態については同書 134-135 頁。 
7  あたかもカーテンが掛かっているように視野をふさいでいる状態だと想定した場合の
イメージ図が掲載されている。（石合純夫『失われた空間』15-1）6 頁。) 










10  Kinsbourne 1970, 143-146. 






13  V.S.ラマチャンドラン他『脳のなかの幽霊』166 頁。 
14  船木亨『見ることの哲学』34-35 頁。 
15  この方法は誠愛リハビリテーションの作業療法士である渕雅子氏に教示してもらった。  
16  三木成夫『内臓のはたらきと子どものこころ』44 頁。 
17  バイモーダル細胞と名付けられる前から無麻酔サルの頭頂葉 (7b 野)に電極を刺入して、
単一ニューロン活動を記録すると、体性感覚と視覚の両方に応答するものがあることが知
られていた。（Leinonen L. et al. 1979, 299-300） 
18  サンドラ・ブレイクスリー＆マシュー・ブレイクスリー『脳の中の身体地図』184 頁。  
19  知覚の中には複数の感覚に伴って生じるものが多い。動いているものは、音がすると
いっそう速く見える。突然手に触れられると、手のほうに視線が向く。人があふれかえっ
ている部屋の向こうに側に友人がいても、その口元が見えれば、何を言っているのかわか
65 
 
 
る。手元に蛇かクモの写真を置かれれば、たとえばロープや花の写真の場合とは比べもの
にならないほど速く手に注意が向く。感覚が相互に影響しあっているのだ。（同書 181
頁） 
